
　湯﨑英彦広島県知事（写真前列左端）が12月23日、北広島町を訪れ、県立加

計高校芸北分校（川小田）の神楽部を視察した。同校神楽部は、平成20年に

全国高校総合文化祭に初出場。21年にはＮＨＫで全国放送されるなど注目を浴び

ている。「八岐大蛇（やまたのおろち）」の実演を鑑賞した知事は、「伝統文化を

守っていただいていることを、心強く感じます」と話していた。知事は千代田工

業・流通団地なども視察。 町民代表12人との県政懇談会もあった。（記事６ページ）

芸分神楽「心強い」　　　湯﨑県知事が北広島町視察税金

　所得の申告
２

防災

　防災最前線
５

まちの話題

　県知事／ミュージカル／古保利薬師 ほか
６

保健

　健康通信
８

お知らせ

　伝言板／消費者トラブル／求人情報 ほか
９

高原からの花便り

　再びの花 ナツツバキ
12

広報

２
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申
告
を
し
な
�
�
�
な
�
な
�
人>>>

�
事
業
所
得
（
農
業
・
商
業
・
工
業
・

そ
の
他
事
業
な
ど
）
や
不
動
産
所
得

な
ど
が
あ
る
人

�
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得

が
あ
る
人

�
�
ー
ト
・
内
職
な
ど
、
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

�
保
険
満
期
な
ど
の
一
時
所
得
が
あ
っ

た
人

�
土
地
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
、

ま
た
は
、
株
式
な
ど
の
配
当
が
あ
っ

た
人

�
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
加
入
者
（
加
入
予
定
者
）
及

び
そ
の
世
帯
の
人

�
本
人
及
び
世
帯
員
の
所
得
状
況
な
ど

の
申
告
が
な
い
と
、
保
険
税
・
保
険

料
の
減
額
や
負
担
金
の
軽
減
措
置
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

得の申告所

次
�
方
�
�
注
意
を
�>>>

　

収
入
が
な
い
場
合
も
、
収
入
が
な
い

と
い
う
申
告
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、「
遺
族
年
金
」
「
障
害
年

金
」
「
仕
送
り
」
「
住
民
票
は
お
い
て
い

る
が
、
職
場
に
は
町
外
の
住
所
を
届
け

て
い
る
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
の
方

で
把
握
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
そ

の
事
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
書
類
な
�>>>

�
給
与
、
賃
金
・
報
酬
な
ど
の
源
泉
徴

収
票
（
な
い
場
合
は
支
払
い
明
細
書
）

�
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

�
事
業
（
農
業
も
含
む
）
の
「
収
支
内

訳
書
」（
収
入
・
経
費
の
わ
か
る
も
の
）

�
農
業
用
機
械
・
車
両
な
ど
を
購
入
し

た
場
合
は
「
販
売
証
明
書
」

�
土
地
建
物
等
売
買
契
約
書
の
写
し

（
譲
渡
所
得
が
あ
る
場
合
）、
公
共
収

用
の
場
合
は
「
収
用
証
明
」

�
個
人
年
金
及
び
保
険
満
期
な
ど
の
支

払
証
明
書

�
生
命
保
険
、
地
震
保
険
の
控
除
証
明

書
�
社
会
保
険
料
の
支
払
証
明
書
（
国
民

年
金
保
険
料
は
必
須
）

�
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど

�
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
一
年

所

平成21年分「所得税」確定申告

平成22年度「町県民税」「国民健康保険税」申告

申告は３月15日まで

所
得
申
告
�
時
期
が
近
�
�
ま
し

た
。
平
成
22
年
�
月
�
日
現
在
、

北
広
島
町
に
住
�
で
�
る
次
に
該
当
す

る
人
�
、
所
得
�
申
告
を
し
な
�
�
�

な
�
ま
�
�
。
北
広
島
町
で
�
�
月
10

日
�
�
�
月
15
日
�
間
、
町
内
巡
回
申

告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
�
�
�
�
会

場
で
申
告
を
行
�
�
�
�
�
�
。

　　　税務課所得係　

　０８２６‐７２‐０８５２

問
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間
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

（
平
成
21
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
を
、

該
当
者
・
医
療
機
関
及
び
薬
局
別
に

区
分
し
た
も
の
を
集
計
す
る
）、
保

険
な
ど
に
よ
る
補
て
ん
金
明
細
書

�
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

場
合
は
「
登
記
簿
謄
本
」
「
住
民
票

の
写
し
」
「
請
負
契
約
書
」
「
売
買
契

約
書
」
「
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
融

資
証
明
書
及
び
金
融
機
関
の
発
行
す

る
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
」

�
印
鑑
（
預
金
通
帳
届
出
印
）、
申
告

者
名
義
の
預
金
通
帳
（
所
得
税
の
納

付
、
還
付
時
に
必
要
）

�
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
書
類
の
あ

る
人
は
そ
の
書
類

�
収
支
内
訳
書
�
�
事
前
整
理
を>>>

　

農
業
・
事
業
な
ど
の
「
収
支
内
訳

書
」
を
整
理
さ
れ
て
会
場
に
来
ら
れ
ま

す
と
、
申
告
時
間
は
も
と
よ
り
、
他
の

人
の
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
収
入
」
「
経
費
」
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
事
前
に
整
理
し
て
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
分
�
主
な
改
正
事
項>>>

　

平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
さ

れ
た
農
機
具
な
ど
の
減
価
償
却
資
産
の

耐
用
年
数
が
、
７
年
に
変
更
・
統
一
さ

れ
ま
し
た
。

�
�
他
��

情
報

税

検 索住宅借入金特別税額控除 �
住
民
税
�
�
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
�
�
変
更

　

税
源
移
譲
に
伴
い
、
平
成
19
年
か

ら
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が

創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
政
府

の
生
活
対
策
の
一
環
で
、
住
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
適
用
の
対
象
が

広
が
り
、
手
続
き
も
簡
単
に
な
り
ま

し
た
。

<

注
意
事
項>

　

源
泉
徴
収
票
や
確
定
申
告
書
に

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額

や
居
住
開
始
年
月
日
な
ど
の
記
載

が
な
い
場
合
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

入居日 控除の
有　無 手続きなどの説明

平成 11 年
～

平成 18 年末
○

従来は、税務課に申告書の提出が必要でし
たが、年末調整や所得税の確定申告をされ
ると、税務課への申告は不要になりました。

平成 19 年
～

平成 20 年末
×

所得税での控除期間を 15 年に延長する特例
の選択が設けられているため、住民税から
控除することはできません。

平成 21 年
～

平成 25 年末
○

入居された年は、その翌年に所得税の確定申
告を、入居２年目以降は、年末調整や確定申
告をされると税務課への申告は不要です。

＊特定増改築などに係る住宅借入金などの金額は、なかったものとして計算します。

�
軽
自
動
車
等
�
異
動

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
バ
イ
�
・
農
耕
作
業
用
自
動

車
・
軽
自
動
車
な
ど
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
も
し
、
車
両
を
他
人

に
譲
っ
た
り
、
廃
車
に
し
た
り
し
て

い
た
と
し
て
も
、
名
義
変
更
や
廃
車

の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
、
平
成

22
年
度
も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早
め
に
手
続

き
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

国
税
庁
�
�
�
�
�
�
�>>>

　

h
ttp

://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

/

国
税
電
子
申
告
�
納
税
�
�
�
�>>>

　

h
ttp

://w
w

w
.e

-ta
x
.n

ta
.g

o
.jp

/

　
　

税
務
課
所
得
係　

　
　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
２

　
　

広
島
北
税
務
署

　

（
安
佐
北
区
亀
山
２ ー 

25  ー

10
）

　
　


０
８
２
‐
８
１
４
‐
２
１
１
１

所得税の住宅ローン控
除を受けている人のう
ち、税源移譲により所
得税が減少し、住宅
ローン控除可能額が
所得税から控除しき
れなくなった額につい
て、一定額住民税か
ら控除するものです。

問
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得の申告所所

申告相談・受付日程
◎受付時間　午前9時～11時　午後1時～4時

日　程 芸　北 千代田 大　朝 豊　平

２
月

10 日（水） 畑ふれあいセンター
（南方 1 ･ 2）＊午後のみ

共盛老人集会所
（共盛）＊午前のみ

12 日（金） 蔵迫地区センター
（川迫 1 ･ 2 ･ 3 ･ 4）

15 日（月） 美和集会センター
（溝口･大暮）

岩戸集会所
（平田･中ノ宮･鉄穴原･本谷･磐門）

16 日（火） 美和集会センター
（小原･移原･米沢･高野･大谷）

長笹集会所
（長笹）

17 日（水） 八幡高原センター
（八幡）

吉木福祉センター
（吉木）

18 日（木）雲月ふれあいセンター
（雲月）

阿坂老人憩いの家
（阿坂）

19 日（金）芸北ホリスティックセンター
（雄鹿原）

今吉田集会所
（今吉田）

22 日（月） 本地総合センター
（本地 1 ･ 2 ･ 5 ･ 8 ･ 9）

大塚小学校
（大塚）

23 日（火） 本地総合センター
（本地 3 ･ 4 ･ 6 ･ 7）

北広島町図書館
（本郷･鳴滝･田中原･立石･伊関）

24 日（水） 川戸加工センター
（川迫 5 ･ 6 ･ 7 ･ 8 ･ 9 ･ 11）

北広島町図書館
（郷ノ崎･宮ノ庄･足谷･上市･下市）

25 日（木） 八重総合センター
（八重 1 ･ 2 ･ 3 ･ 4 ･ 5 ･ 6 ･ 13 ･ 22）

大朝保健センター
（筏津･追坂･田原･茅原･九門明･上ヶ原）

26 日（金） 八重総合センター
（八重 7 ･ 8 ･ 9 ･ 10 ･ 11 ･ 12 ･ 23）

大朝保健センター
（枝ノ宮･間所･朝枝･小枝･境）

３
月

01 日（月） 壬生ふれあいセンター
（壬生 1 ･ 2 ･ 3 ･ 4 ･ 5 ･ 13 ･ 14 ･ 15）

大朝保健センター
（大朝 1 ～ 5 丁目･犬追原･胡子町･東横･西横）

02 日（火） 壬生ふれあいセンター
（壬生 6 ･ 7 ･ 8 ･ 9 ･ 10 ･ 11 ･ 12） 大朝保健センター

03 日（水） 芸北文化ホール
（川小田･奥中原･板村･細見） 大朝保健センター

04 日（木） 芸北文化ホール 都志見生活改善センター
（都志見）

05 日（金） 芸北文化ホール 原東生活改善センター
（志路原･上石･海応寺･下石）

08 日（月） 南方総合センター
（南方 3 ･ 4 ･ 5 ･ 6 ･ 7 ･ 8）

西宗老人集会所
（西宗･中原）

09 日（火） 本庁２階会議室
（壬生 16 ･八重 18 ･ 19 ･ 20 ･ 21 ･ 25）

ふれあい健康館
（戸谷･琴庄）

10 日（水） 本庁２階会議室 ふれあい健康館

11 日（木） 本庁２階会議室 ふれあい健康館

12 日（金） 本庁２階会議室 ふれあい健康館

15 日（月） 本庁２階会議室

＊期間中は税務課及び各支所自治振興課での相談は受けておりません。
＊地区指定をしていますので、できるだけ該当する会場へお越しください。
＊今年度から広島北税務署の出張相談会は中止となりました。

税務署へ直接相談・申告される方は…
区　分 e-Tax 還付申告センター 所得税の確定申告合同相談会

日　時
１月 28 日（木）～２月 12 日（金）

午前 10 時～午後４時
＊土・日・祝日除く

２月 16 日（火）～３月 15 日（月）
午前９時～午後４時

＊土・日除く
＊休日受付：２月 21 日（日）・28 日（日）

会　場 アクア広島センター街（広島市中区基町） NTT クレドホール（広島市中区基町）

対象者 収入が給与・年金のみで還付申告をされる方 所得税・消費税・贈与税などの申告をされる方

＊２月 16 日から３月 15 日の間は、税務署での申告相談は行っておりません。
＊休日受付は大変混み合いますので、できるだけ平日にお越しください。
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Fi
re

fig
hting spirits

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119

住
宅
用
火
災
警
報
器

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。

大
切
な
家
族
や
財
産
を
守
る
た
め
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
21
年
中
に
お
け

る
、
北
広
島
町
内
の
火
災
・

救
急
出
動
件
数
は
、
火
災

が
19
件
、
救
急
が
９
５
８

件
で
し
た
。
前
年
に
比
べ

る
と
、
火
災
が
３
件
増
え
、

救
急
に
あ
っ
て
も
若
干
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

林
野
火
災
な
ど
が
大
部
分

　

昨
年
の
火
災
出
動
件
数

は
、
前
年
比
３
件
増
の
19

件
で
し
た
が
、
建
物
火
災

は
１
件
減
の
５
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

管
内
の
火
災
は
、
あ
ぜ

や
原
野
が
燃
え
る
「
そ
の

他
火
災
」
と
、
山
林
が
燃

え
る
「
林
野
火
災
」
が
大

部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
は
、
ご
み
焼
き

や
火
入
れ
な
ど
が
燃
え
広

が
り
、
火
災
に
な
っ
た
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
火

入
れ
な
ど
を
行
う
と
き

は
、
周
囲
の
状
況
や
気
象

な
ど
に
注
意
し
、「
大
丈

夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
安
易

な
気
持
ち
で
火
を
扱
う
こ

と
は
慎
み
ま
し
ょ
う
。

救
急
は
６
割
が
65
歳
以
上

　

昨
年
の
救
急
出
動
件
数

は
、
前
年
よ
り
20
件
増
え
、

９
５
８
件
で
し
た
。
特
に
、

大
朝
、
芸
北
地
域
で
の
出

動
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

種
別
ご
と
で
は
、
急
病

の
占
め
る
割
合
が
最
も
多

く
、
転
倒
に
よ
る
け
が
な

ど
の
「
一
般
負
傷
」
も
高

い
水
準
で
す
。
交
通
事
故

に
よ
る
出
動
は
や
や
減
少

し
ま
し
た
。
世
代
別
で
は
、

搬
送
さ
れ
た
人
の
約
６
割

が
65
歳
以
上
で
し
た
。
建

物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
で
、
い
く
ら
か
事
故
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
救
急
車
の
適
正

利
用
が
叫
ば
れ
る
昨
今
で

す
が
、
管
内
に
あ
っ
て
は

住
民
の
方
の
モ
ラ
ル
意
識

が
高
く
、
適
正
な
利
用
が

守
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

火災19件、救急958件
平成 21年 北広島町出動状況

　

こ
れ
か
ら
春
に
か
け
て

の
農
作
業
の
準
備
な
ど

で
、
あ
ぜ
焼
き
や
野
焼
き

が
増
え
て
き
ま
す
。
こ
の

時
期
は
空
気
が
乾
燥
す
る

と
共
に
、
強
風
や
突
風
が

吹
き
や
す
く
、
た
き
火
な

ど
の
炎
が
火
災
に
発
展
す

る
事
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
、
み
な
さ
ん

と
共
に
火
災
ゼ
ロ
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
に
注
意

地
域
別
火
災
件
数

世
代
別
救
急
搬
送
件
数

地
域
別
救
急
件
数

出
火
原
因
別
火
災
件
数

その他

車両

林野

建物

その他

一般

交通

急病

千
代
田

高
速
道

芸
北

大
朝

豊
平

０

５

0

100

200

300

400

千
代
田

高
速
道

芸
北

大
朝

豊
平

高齢者
567 人

成人
268 人

乳幼児 30 人
少年 56 人

ごみ焼
きなど

９件

たばこ
４件

その他
５件

不明 １件

４件

８件

４件

２件

１件

472

161 156 154

15

921人

１９件

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ



�Public Relations Kitahiroshima
2010.2

自閉症や障害のある子の心を開くことでも定評のあるミュージカル

ミュージカルひろばミニ公演
双葉保育園から全町へ呼びかけ

　歌や踊りを通して子どもたちの感性を育てる、大

阪市の「ミュージカルひろば」が、12月17日に志路

原の双葉保育園を訪れ、ミニ公演が開かれました。

庄原市のスタッフを含む９人が演じる、楽しいステ

ージの終盤では、見ていた子どもも大人も総参加。

笑顔いっぱいに歌って踊り、楽しいひとときを過ご

しました。朝枝喜代香園長は、「北広島町でもぜひ

始めたいですね。今、各分野の方に呼びかけている

ところです」と話していました。（関連記事10ページ）

都志見で農業を営む森田幸秀さん㊨の要望を聞く湯﨑知事

湯﨑英彦知事が北広島町訪問
現地視察や県政懇談会で宝発掘

　広島県の湯﨑英彦知事が、12月23日に北広島町

を訪れました。11月の知事就任以降、県内全23市町

で懇談会が計画されており、その初回となるもので

す。県政に生かすため「力や宝を掘り出したい」と

話す知事は、千代田工業・流通団地、加計高校芸

北分校などを午前中に視察しました。午後は芸北文

化ホールで、町民12人との懇談会。林業の大内貴光

さん（岩戸）は、「木材価格が低迷し、放置林も増

えている。山の価値を高める施策を」と要望しました。

会場のホールで、終了後に友人たちから祝福される鷹野主さん

広島プロミシングコンサート
鷹野主さん広響とピアノで共演

　後有田出身の鷹
たか

野
の

主
す

萌
もえ

さんが、12月９日に広島

市での広島プロミシングコンサートで、広島交響楽

団との共演でピアノを演奏しました。広島大学大

学院生の鷹野主さんが、６月の広島市新人演奏会

で優秀演奏者に選ばれ実現したもの。メンデルス

ゾーン「ピアノ協奏曲第１番」で約20分間、オー

ケストラに包まれ約600人の来場者の前で演奏し

た鷹野主さんは、「本番に向けて頑張ってきたので、

満足のいく演奏ができました」と喜んでいました。

▲

県
政
懇
談
会
「
湯
﨑
英
彦
の
宝
さ
が
し
」
に
は
、

傍
聴
者
や
報
道
関
係
者
ら
百
数
十
人
が
訪
れ
た
。

そ
ば
打
ち
名
人
の
高
橋
邦
弘
さ
ん
㊧
が
営
む
、
長
笹
の

「
雪
花
山
房
」
も
訪
れ
、
そ
ば
を
味
わ
う
湯
﨑
知
事
㊨

▲
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「こころ家（や）」と名付けたあずまやで、内海さんを囲む西小６年生

豊平中と西小へ内海さん寄付
亡妻の遺志継ぎ母校へあずまや

　豊平西小学校と豊平中学校へ、合わせて500万

円もの寄付がありました。広島市に住む会社社長、

内海良夫さんが、一昨年亡くなった妻・芳枝さんの

遺志を継ぎ、故人の母校への愛情が両校へ届けら

れたものです。西小では百葉箱とあずまや、豊平

中では乗用芝刈機とテント９張りをそれぞれ購入。

12月24日に西小で贈呈式があり、６年生の甲斐舞

羽さんが、「西小で自まんできるものが、また一つ

増えた」と、内海さんに感謝の言葉を贈りました。

６人ごとの混成チームで、話を弾ませながら和気あいあいとプレー

大崎上島町の視察でＧゴルフ
姉妹交流で大朝地域住民が訪問

　旧大朝町が平成２年に姉妹縁組した大崎上島

町（旧東野町）とは、夏と冬に小学生の交流が

続いていますが、平成８年からは年１回の大人

の視察研修も続いています。11月19日には、大

朝地域住民27人が大崎上島町を訪れ、グラウン

ドゴルフで交流しました。昼食は手作りの鯛
たい

め

し、天ぷらや豚汁を食べ、午後は住民が描いた

絵画の鑑賞、みかん狩り、醤
しょうゆ

油醸造場見学があ

り、天候にも恵まれた楽しい一日となりました。

収蔵庫に納められた仏像の名称などが刻まれた、石製の案内板

地元の後田さん夫妻から寄贈
古保利薬師に石製の案内板新設

　国の重要文化財である古保利薬師に、石造り

の説明板が新しく作られ、12月12日に関係者が

集まり除幕式が行われました。これまで使われ

ていた木製の説明板が老朽化したため、「半永

久的に壊れることのない石製のものを」と、地元・

古保利に住む後田隆則さん夫妻から寄贈された

ものです。平安時代初期の仏像群として、貴重

な文化財である古保利薬師。これから、現地を

訪れる人がますます増えることが期待されます。

「心の危機と、人生の曲がり角」と題して講演するなださん

こころいきいき人権フェスタ
大朝で作家なだいなださん講演

　「こころいきいき・人権フェスタ2009」が11月28

日に大朝保健センターで開催され、作家なだいな

ださんによる講演会がありました。精神科医でもあ

るなださんは、「思春期、結婚、出産、初老期が人

生の曲がり角で、この時が大切。失ったものでなく、

残っているものを数えよう」「相手に命令するので

はなく、話を聞ける、こころ医者になろう」と、約

280人の来場者に語りかけました。満員の会場では、

このほか映画上映、展示やバザーなどもありました。
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　康
通
健

信

Healthy
Communication

第 58 回

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
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ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

C
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O
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P
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明
治
・
大
正

　
　

生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん
！

　
　

元
気
の
秘
け
つ
は
何
？

　

南
方
の
輪
田
辰
雄
さ
ん
は
、

大
正
８
年
生
ま
れ
の
90
歳
。「
い

ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
い

う
辰
雄
さ
ん
の
人
生
は
波
乱
万

丈
で
し
た
。
両
親
の
顔
を
知
ら

ず
に
育
ち
、
20
歳
の
時
に
満
州

で
就
職
し
た
辰
雄
さ
ん
は
、
大

東
亜
戦
争
や
ロ
シ
ア
で
の
捕
虜

生
活
も
経
験
。
病
気
で
１
か
月

間
意
識
不
明
で
、
生
死
を
さ
ま

よ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
。

「
人
の
お
世
話
に
な
っ
て
、
み

ん
な
の
お
か
げ
で
生
き
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
命
の
あ
り
が
た
さ

を
思
う
」
と
、
人
と
の
出
会
い

を
大
切
に
、
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
辰
雄
さ
ん
の
元
気
の

秘
け
つ
は
写
真
。
毎
年
、
カ
メ

ラ
雑
誌
に
作
品
を
投
稿
し
、
昨

年
も
秀
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
ウ
コ
ギ
の
木

を
植
え
ま
し
た
。
ウ
コ
ギ
は
根

皮
が
強
壮
薬
に
な
り
、
葉
が
天

ぷ
ら
に
お
勧
め
で
、
「
町
内
に

広
め
る
こ
と
が
楽
し
み
」
と
辰

雄
さ
ん
。
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
、

何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
辰

雄
さ
ん
の
元
気
の
源
は
、
毎
朝

届
く
３
種
類
も
の
新
聞
を
熟
読

す
る
こ
と
だ
そ
う
。
「
北
広
島

町
に
は
、
女
性
議
員
が
い
な
い

の
が
寂
し
い
」
と
話
す
言
葉
が

印
象
的
で
し
た
。

　

（
取
材
／
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま

　
　
　
　
　
　

健
診
・
心
の
健
康
部
会
）

健
康
づ
く
り
の
決
め
手
は
野
菜

　

日
本
人
の
食
生
活
で
、
健
康

づ
く
り
の
決
め
手
は
野
菜
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
野
菜
は
、

体
が
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
す
る
の

を
助
け
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗

力
を
養
う
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
、
食
物
繊
維
な
ど
も
豊
富
。

特
に
旬

し
ゅ
ん

の
野
菜
は
、
お
い
し
さ

に
加
え
栄
養
価
も
ア
ッ
プ
。
色

と
り
ど
り
の
食
卓
を
心
が
け
る

と
、
お
の
ず
と
野
菜
が
多
く
な

り
、
見
た
目
も
鮮
や
か
で
食
事

が
楽
し
く
な
り
ま
す
。
１
人
１

日
３
５
０
グ
ラ
ム
を
目
標
に
、

毎
日
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

冬
が
旬
の
野
菜
も
豊
富

　

冬
が
旬
と
な
る
野
菜
も
豊
富

に
あ
り
ま
す
。
白
菜
、
ほ
う
れ

ん
草
、
大
根
、
か
ぶ
、
小
松
菜
、

ね
ぎ
な
ど
で
す
。
寒
さ
に
負
け

ず
、
新
鮮
な
野
菜
で
元
気
い
っ

ぱ
い
冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

日
本
人
は
慢
性
的
な
野
菜
不
足
。
１
日

３
５
０
グ
ラ
ム（
写
真
）以
上
を
食
べ
よ
う
。

野
菜
の
効
能

①
血
圧
の
安
定

②
が
ん
予
防

③
高
脂
血
症
の
予
防

④
便
秘
の
予
防

⑤
貧
血
の
予
防

⑥
し
っ
か
り
か
む
こ
と
で
、

　

あ
ご
の
強
化

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

　
　
　
　
　
　

大
切
で
す
。

　

Ｃ
型
肝
炎
、
Ｂ
型
肝
炎
の

治
療
は
、
こ
こ
最
近
格
段
に

進
歩
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
一
度
も
検
査
を
し
た
こ
と
が

な
い
人
は
、
ぜ
ひ
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

元気体験プロジェクト

まめマメチャレンジ
きたひろしまめぐり

　町内の名所めぐりに挑戦する

「まめマメチャレンジ・きたひろし

まめぐり」が終わりました。10 月

からの２か月間で参加者は 77 人。

期間中のイベントの日に名所を訪

れた人がほとんどでしたが、ほか

に家族での参加も目立ちました。

　全名所15 か所を制覇した、大

塚の一谷里さん、一枝さん夫婦は、

「もともと出かけることが好きなこ

ともあり、挑戦してみようと思い

ました」と笑顔。初めて訪れた場

所も多く、「芸北 高原の自然館」

もその一つで、真正面に見える臥

竜山が印象に残ったそうです。「計

画せず気ままにドライブしてめぐ

るのがいいですね」と話す一谷さ

ん夫妻。２人ならではの楽しい話

を、たくさん聞くことができました。

野
菜
を
両
手
い
っ
ぱ
い

（
３
５
０
グ
ラ
ム
）

食
べ
て
い
ま
す
か
？

ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
食
生
活
部
会

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報
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千代田運動公園からのお知らせ

卓球台土日常設　すぐできます

平成 22 年１月より卓球の利用が簡単になりました。

運動が不足しがちなこの時期に卓球をしませんか？

当初常設は１台ですが、予約があればお待たせしません。

町内在住者お１人１時間２５０円。室内用シューズ要。

アザレア千代田・千代田運動公園
　　　　　　 ０８２６‐７２‐８８２２

広告解体からゴミ処理まで、すべてお任せください！

西部環境有限会社
一般廃棄物・産業廃棄物処理・総合解体業

出張、無料見積りいたします！お気軽にお問い合わせください。

〒 731-3821
　広島県山県郡安芸太田町大字土居 310
リサイクル工場
　広島県山県郡安芸太田町大字土居 317-1

TEL（0826）28-1888　FAX（0826）28-1889

ちっちゃなことでも誠心、誠意、対応いたします。

広告

エコアクション 21
認証・登録番号 0002210

■
イ
�
�
ル
�
�
�
の
予
防

　

イ
ン
フ
ル
�
ン
�
は
、
気
温
が

下
が
っ
て
空
気
が
乾
燥
す
る
、
冬

に
流
行
す
る
感
染
症
で
す
。
重
症

と
な
っ
た
り
死
亡
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
油
断
は
禁
物
で

す
。正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
、

し
っ
か
り
と
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

�
予
防
の
�
原
則
�

�
感
染
経
路
を
断
�

　

人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
は

で
き
る
だ
け
控
え
る
。
外
出
時
は

マ
ス
�
を
す
る
。
外
出
後
は
手
洗

い
と
う
が
い
を
す
る
。
こ
ま
め
に

部
屋
の
換
気
を
す
る
。

�
抵
抗
力
を
�
け
�

　

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物

繊
維
な
ど
を
積
極
的
に
と
る
。
し

っ
か
り
休
養
し
疲
れ
を
残
さ
な
い
。

�
免
疫
を
�
け
�

　

流
行
前
に
�
�
チ
ン
に
よ
る
予

防
接
種
を
受
け
る
。
休
養
や
気
分

転
換
な
ど
、
早
め
に
自
分
な
り
の

ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
実
行
す
る
。

■
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
講
演
会

　

�
型
、
�
型
、
�
型
な
ど
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
に
つ
い
て
、
治
療
や

日
常
生
活
の
心
構
え
な
ど
を
学
習

す
る
た
め
の
講
演
会
を
開
き
ま

す
。
終
了
後
に
、
個
別
相
談
も
あ

り
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、保
健
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

会
場　

千
代
田
中
央
公
民
館

講
師　

三
次
市
立
三
次
中
央
病
院

　
　
　
　

病
院
長　

中
西
敏
夫
氏

　
　

保
健
課
、
各
保
健
�
ン
タ
ー

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

■
こ
と
�
の
相
談
会

　

お
子
様
の
、「
言
葉
が
遅
い
」「
赤

ち
ゃ
ん
言
葉
が
ぬ
け
な
い
」
「
ど

も
る
」
「
発
音
が
は
っ
き
り
し
な

い
」
な
ど
、
言
葉
の
こ
と
が
気
に

な
る
方
、
悩
み
が
あ
る
方
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。相
談
は
予
約
制
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

２
月
26
日(

金)

　
　
　

受
付
・
13
時
30
分
～
15
時

会
場　

千
代
田
中
央
公
民
館

相
談
担
当

　

広
島
市
立
安
佐
市
民
病
院

　

言
語
聴
覚
士　

木
戸
直
博
氏

　

（
申
し
込
み
）

　

保
健
課
、
各
保
健
�
ン
タ
ー

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

■
障
害
の
�
�
人
の
相
談
会

　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

方
、
障
害
者
手
帳
の
取
得
を
考

え
て
い
る
方
な
ど
を
対
象
に
、

相
談
会
を
開
き
ま
す
。
手
帳
で

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
の
か
、
車
い
す
を
買
う
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
働
く
に

は
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
か
な
ど

の
質
問
や
、
困
り
ご
と
を
聞
い

て
ほ
し
い
な
ど
の
相
談
に
、
地

域
の
身
体
障
害
者
相
談
員
、
知

的
障
害
者
相
談
員
、
障
害
者
専

門
相
談
員
が
応
対
し
、
さ
ら
に

専
門
家
や
専
門
機
関
の
紹
介
も

行
い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
程
・
会
場

　

２
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

役
場
本
庁

　

２
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　

芸
北
文
化
�
ー
ル

　

３
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　

豊
平
中
央
公
民
館

　

３
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　

大
朝
保
健
�
ン
タ
ー

　

時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
～
15

時
30
分
で
す
。
住
所
地
に
関
係

な
く
、
ど
の
会
場
で
も
利
用
で

き
ま
す
。

　
　

福
祉
課
地
域
福
祉
係

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

■
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
宅
内
工
事

　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
の
全
面
供

用
開
始
は
、７
月
の
予
定
で
す
。

加
入
申
込
者
の
方
は
、
宅
内
配

線
工
事
を
お
早
め
に
登
録
店
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
書
類
手
続

き
後
、
工
事
可
能
と
な
り
ま
す

が
、
保
安
器
へ
の
接
続
は
４
月

１
日
以
降
に
な
り
ま
す
（
芸
北

地
域
を
除
く
）。
宅
内
工
事
登

録
店
一
覧
表
は
、
役
場
本
庁
や

各
支
所
に
あ
り
ま
す
が
、
加
入

申
込
者
に
は
、
保
安
器
確
認
作

業
の
際
に
配
布
し
ま
す
。
な

お
、
登
録
店
以
外
に
よ
る
工
事

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
�
ー

ブ
ル
�
レ
ビ
は
、
加
入
世
帯
が

す
べ
て
接
続
し
て
い
る
状
態
で

あ
る
た
め
、
工
事
に
不
備
が
あ

っ
た
場
合
、
他
の
世
帯
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
た
め

で
す
。

　

ま
た
、
�
レ
ビ
共
同
受
信
施

設
の
廃
止
を
予
定
し
て
い
る
場

合
は
、
施
設
撤
去
の
時
期
な
ど

を
、
組
合
員
（
加
入
者
）
の
み

な
さ
ん
や
関
係
機
関
と
十
分
協

議
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
地

元
在
住
で
な
い
組
合
員
を
含
む

場
合
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
�
ン
タ
ー

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
７
４
４
７

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ

�
問
い
合
�
�
先

問

問問

問

問
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保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

消費生活クイズ③

未成年の契約は取り消しできる？

【問題】中高生など、20 歳未満の人が何ら

かの契約を行う場合は、親など法定代理人

の同意が必要です。同意なしで行った契約は

取り消すことができます。ただし結婚してい

る場合は、未成年者でも契約取り消しができ

ません。このような例外はほかにもあります

ので、注意が必要です。では、次のうち契約

を取り消すことができるのはどれでしょう。

　Ａ　成人してから契約を追認した場合

　Ｂ　未成年者が「20 歳以上」「親の同意

　　　済み」などのうそをついた場合

　Ｃ　業者から「20 歳以上」と、契約書に 

　　   うそを書くようにそそのかされた場合

　Ｄ　こづかいの範囲内で契約した場合

費者トラブル消

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５- １）

　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０８２６ - ７２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

Stop

【答え】Ｃ 
業者から「20 歳以上」と、契約書に

　　　　　  うそを書くようにそそのかされた場合

　ただし、契約が取り消せるからといって、業

者の言うがままに契約してしまうことは大変危

険です。必要ない契約は、はっきり断りましょう。

■
国
民
年
金
加
入
手
続
き

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
忘
れ
ず

に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。
国
民
年
金
は
、
老
後

の
所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、
病
気

や
け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と

き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、
思

い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」

も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度

で
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
し

て
い
ま
す
。

義
務
と
権
利　

日
本
国
内
に
住
む

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の

人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保

険
料
を
納
め
る
義
務
と
、
年
金
を

受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

加
入
手
続
き　

学
生
や
自
営
業
者

な
ど（
第
１
号
被
保
険
者
）の
方
は
、

住
所
地
の
役
場
で
直
接
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
や
公
務
員
（
第
２
号
被
保
険

者
）、
そ
の
方
か
ら
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
（
第
３
号
被
保
険
者
）
の
方

は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
手
続
き

を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
に
手
続

き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
猶
予
・
免
除　

学
生
で

あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な
く
て
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
納
付
が
猶
予
・
免
除
と

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
請

の
な
い
ま
ま
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
と
、
万
一
の
と
き
に
障
害
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
、
思
わ

ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

は
、
所
得
の
な
い
学
生
本
人
の
申

請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

や
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
害
が

残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
で

す
。
そ
の
ほ
か
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
の
た
め
に
、「
保
険
料
免
除

制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
申
請
手
続
き
な
ど
、

詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
か
各
支

所
自
治
振
興
係
、
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

町
民
課
国
保
年
金
係

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
４

■
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
出
演
者
募
集

　

北
広
島
町
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行

委
員
会
で
は
、
郷
土
芸
能
や
民
話

な
ど
を
題
材
と
し
た
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
舞
台
を
作
る
た
め
、
ス
タ

ッ
フ
集
め
な
ど
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
歌
や
踊
り
を
通
し
て
、

感
性
豊
か
な
子
を
育
て
、
元
気
な

地
域
を
作
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

こ
の
た
び
、
出
演
者
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
年
齢
や
性
別
、

経
験
の
有
無
を
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
ど
な
た
で
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
）

日
時　

３
月
28
日
（
日
）
13
～
16
時

会
場　

北
広
島
町
図
書
館

　

（
申
込
み
）　

各
実
行
委
員

　

《
豊
平
》　

朝
枝
喜
代
香

　
　


０
８
２
６
‐
８
３
‐
１
０
８
３

　

《
大
朝
》　

石
川
洋
子

　
　


０
８
２
６
‐
８
２
‐
２
１
３
７

　

《
芸
北
》　

池
田
和
惠

　
　


０
８
２
６
‐
３
８
‐
０
０
５
０

　

《
千
代
田
》　

森
分
義
治

　
　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
７
３
９

問

問

くらしの情報The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g
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◆取材で写真を撮るときに思うことがあります。

「こんな位置から撮影して迷惑にならないだろう

か…」。でも、読者にとって分かりやすい写真に

するため、思い切った場所から撮ることもありま

す。鷹野主さんと広響の共演でも、カメラを抱え

意気込んで会場へ。しかし、許可されたのは客

席後方の映写室からの撮影のみ。けれども、結

果的には演奏中の撮影をやめたことで、美しい

ピアノの音色に酔いしれることができました。

◆お笑い芸人ってすごいと思いませんか!? 正月

番組を見ていて思ったんですが、おもしろいネ

タやしゃべりで笑わずにはいられません。この能

力が自分にあったら、会議などでの説明もうまく

いくんだろうな。まぁ日々 の練習でしょうが…プレ

ゼンテーション能力を高めていきたいと思う、今

日このごろです。本年もよろしくお願いします。

2 月 1 日（月）

＊納付は便利で安心な口座振替で !
＊残高確認をお忘れなく！　

>>> Human rights 人権フェスタ 2009

リサイクル

みんなでチャレンジ

地球もえがお

>>> Editor's postscript 編集後記

>>> Population 人口と世帯

>>> Energy saving 省エネのススメ

>>> \\\ 納期限

悪口を

言わない君に

金メダル

［12 月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,502 人 （－ 25）

    男 9,801 人 （－  4）

    女 10,701 人 （－ 21）

    世帯数 8,292 世帯 （－  4）

●町県民税［４期］
●国民健康保険税［８期］
●後期高齢者医療保険料［７期］

細

竹

北広島町内
６スキー場営業中

�
�
�
�
�
�
�
�
�

盛
冬
�
�
�
�
�
�
�
�

�
い 

と
う
�
正
当
�
正
し
く
て
道
理
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
。

�
い 

と
う
�
盛
冬
�
冬
の
最
中
。

�
い 

と
う
�
製
糖
�
砂
糖
を
作
る
こ
と
。 

人情報コーナー求
１月７日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

今井運送 株式会社 資材運送

八剣伝 千代田店 接客業

医療法人 明和会 北広島病院･あけぼの 看護師（正・准）

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 理学療法士、看護師

社会福祉法人 北広島町社会福祉協議会 登録ヘルパー

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）

株式会社エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師

有限会社 mint a bloom 美容師、美容師見習い

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師

株式会社 どんぐり村 接客、フロント

丸二 株式会社 製造

北広島町豊平病院 薬剤師

セブンイレブン 千代田インター店 店内接客

株式会社 スミヨシ 接客販売

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 リネン

株式会社 タック 交通誘導警備員

森脇醤油 製造元 営業、販売、配達

　　＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

◆スキーパーク寒曳 ＜大朝＞
　　　　 0826-82-3939

◆ユートピアサイオト ＜才乙＞
　　　　 0826-35-1234

◆八幡高原 191 ＜西八幡原＞
　　　　 0826-37-0341

◆芸北国際スキー場 ＜中祖＞
　　　　 0826-35-0250

◆雄鹿原高原スキー場 ＜荒神原＞
　　　　 0826-35-0952

◆大佐スキー場 ＜荒神原＞
　　　　 0826-35-0038

　  　 北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　  　  ０８２６‐７２‐０８５６
　  　 ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

問



　

高原からの花便り　№60

寒
さ
は
波
の
よ
う
に
や
っ
て
き
ま
す
。
雪
の

日
が
続
い
た
後
に
は
同
じ
よ
う
に
穏
や
か
な
日

が
続
き
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
う
ち
、
い
つ
の
間
に

か
寒
の
極
み
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
茶

会
に
招
か
れ
る
と
、
初

は
つ
あ
ら
し

嵐
や
西せ

い

王お
う

母ぼ

な
ど
、
決

ま
っ
て
椿

つ
ば
き

が
生
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
冬
の
茶
花

と
し
て
好
ま
れ
る
椿
は
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
に
由
来

す
る
品
種
で
す
が
、
比
較
的
暖
か
い
地
域
に
咲

く
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
は
八
幡
高
原
に
は
自
生
し
て
い

ま
せ
ん
。
代
わ
り
に
見
ら
れ
る
の
が
ナ
ツ
ツ
バ

キ
で
す
。

ナ
ツ
ツ
バ
キ
は
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
程
に
な
る

落
葉
高
木
で
、
八
幡
高
原
で
は
里
山
か
ら
苅か

り

尾お

山
の
ブ
ナ
林
ま
で
見
ら
れ
ま
す
。
名
前
の
と
お

り
、
椿
に
似
た
白
い
花
を
梅
雨
の
こ
ろ
に
咲
か

せ
る
ツ
バ
キ
科
の
植
物
で
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
と
は

属
が
異
な
り
ま
す
。
ナ
ツ
ツ
バ
キ
に
は
シ
ャ
ラ
ノ

キ
の
別
名
も
あ
り
、
寺
の
境
内
に
も
植
え
ら
れ

ま
す
が
、
娑し

ゃ

羅ら
の

樹き

と
は
、
仏
教
で
聖
木
と
さ
れ

る
娑さ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゅ

の
こ
と
で
す
。
熱
帯
性
の
娑
羅
双

樹
は
日
本
に
生
育
し
な
い
た
め
、
仏
教
と
と
も

に
伝
承
さ
れ
た
逸
話
を
も
と
に
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ

を
娑
羅
樹
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

幹
の
皮
が
は
が
れ
や
す
く
、
滑
ら
か
に
な
る
の

で
、八
幡
で
は
「
さ
る
す
べ
り
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

森
の
中
で
、
高
い
と
こ
ろ
に
咲
く
ナ
ツ
ツ
バ
キ

の
花
は
あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
ナ
ツ

ツ
バ
キ
が
多
数
の
花
を
一
斉
に
咲
か
せ
る
の
で
は

な
く
、
次
々
に
蕾

つ
ぼ
み

を
開
い
て
は
、
一
日
で
花
の
命

を
終
え
る
か
ら
で
す
。
咲
い
て
い
る
花
が
目
立

た
な
い
代
わ
り
に
、
地
面
に
落
ち
た
花
が
、
頭

上
に
ナ
ツ
ツ
バ
キ
が
在
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。

ナ
ツ
ツ
バ
キ
の
花
は
、
花
弁
が
一
枚
ず
つ
舞

い
散
る
の
で
は
な
く
、
椿
と
同
じ
よ
う
に
萼が

く

か

ら
ポ
ト
リ
と
落
ち
ま
す
。
そ
の
様
子
が
、
首
が

落
ち
る
様
を
連
想
さ
せ
る
た
め
、
病
人
を
見
舞

う
時
に
椿
は
避
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
教
科

書
で
な
じ
み
深
い
「
赤
い
椿
白
い
椿
と
落
ち
に

け
り
」
を
詠
ん
だ
河か

わ
ひ
が
し
へ
き
ご
と
う

東
碧
梧
桐
の
よ
う
に
、
潔

く
、
鮮
や
か
に
落
ち
る
様
を
好よ

し
と
す
る
感
性

も
、
私
た
ち
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

生
物
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
ナ
ツ
ツ
バ
キ
の

花
は
、
林
床
に
再
び
の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る

の
で
す
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）
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再びの花
ナツツバキ


